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南伊豆町
松崎町

静岡県 議
員
行
政
視
察
報
告

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

誘
致
の
経
緯

　

南
伊
豆
町
は
昭
和
30
年
１

万
６
千
３
０
０
人
の
人
口
は
、

平
成
31
年
に
８
千
３
２
１
人

ま
で
減
少
し
、
２
０
４
０
年

の
人
口
は
６
千
人
台
と
推
計
、

地
場
産
業
・
地
域
サ
ー
ビ
ス

の
衰
退
、
文
化
継
承
も
危
う

い
と
想
定
。

　

南
伊
豆
町
へ
の
地
方
移
住

や
就
職
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ

タ
ー
ン
の
た
め
、
若
者
が
働

き
た
く
な
る
雇
用
創
出
、
地

域
産
業
や
誘
致
し
た
企
業
と

の
歩
幅
を
合
わ
せ
た
ビ
ジ
ネ

ス
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。

期
待
す
る
効
果

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

「
滞
在
型
オ
フ
ィ
ス
（
古
民

家
や
空
き
家
な
ど
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
オ
フ
ィ
ス
に
常

駐
）
」
と
「
循
環
型
オ
フ
ィ

ス
（
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
な
ど

を
利
用
し
都
市
と
地
方
を
行

き
来
）
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
効
果
を
狙
っ
た
。

誘
致
戦
略

　

誘
致
を
推
進
す
る
た
め
民

間
人
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

（
世
話
人
・
馴
染
ま
せ
役
）

を
設
け
、
民
間
企
業
と
行
政

を
馴
染
ま
せ
る
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

お
試
し
企
業
の
受
入
れ

　

企
業
へ
の
誘
致
戦
略
は
、

視
察
行
程
表
の
作
成
・
宿
泊

交
通
費
の
負
担
、
南
伊
豆
関

係
者
と
の
交
流
と
し
て
地
域

の
祭
り
イ
ベ
ン
ト
へ
の
招
待

な
ど
地
方
創
生
交
付
金
を
財

源
と
し
て
実
施
。

誘
致
の
目
的

主
眼
は
定
住
対
策
で
あ
り
、

南
伊
豆
町
へ
の
企
業
の
進
出
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
事
業

を
町
在
住
の
女
性
の
受
託
に

よ
る
収
入
増
、
町
に
住
み
続

け
る
効
果
を
得
る
。

�

（
記

井
上
栄
一
）

松
崎
町
交
流
拠
点
施
設

「
ふ
れ
あ
い
と
ー
ふ
や
。」

　

松
崎
町
も
空
家
活
用
と
雇

用
創
出
を
め
ざ
し
た
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。
平
成
27
年

度
、
地
方
創
生
交
付
金
を
活

用
し
て
元
豆
腐
屋
を
改
修
し
、

コ
ピ
ー
機
や
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ

ー
、
Ｗ
ｉ
ー
ｆ
ｉ
な
ど
を
完

備
し
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
を
開
設
。
運
営
は
町
直

営
で
、
実
際
の
管
理
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
担
う
。

　

当
初
考
え
て
い
た
企
業
誘

致
は
容
易
で
は
な
く
、
地
域

住
民
が
使
っ
て
活
性
化
に
供

す
る
こ
と
を
メ
イ
ン
に
考
え

直
し
、
使
用
料
は
低
め
に
設

定
し
た
。
現
在
登
録
団
体
は

５
つ
。
東
京
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が

協
賛
会
員
と
な
っ
て
、
若
手

社
員
が
松
崎
に
移
住
し
精
力

的
に
活
動
し
、
会
社
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
を
立
ち
上
げ
た
。
す
る
と

他
に
も
移
住
者
が
現
れ
、
観

光
人
力
車
を
復
活
し
た
。
訪

問
し
た
日
は
ち
ょ
う
ど
町
と

連
携
し
て
い
る
静
岡
大
学
が

ゼ
ミ
に
使
っ
て
い
た
。

　

も
う
一
つ
の
古
民
家
拠
点
、

伊
豆
文
邸
も
案
内
し
て
い
た

だ
い
た
。「
と
ー
ふ
や
。」
の

登
録
団
体
で
も
あ
る
女
性
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
中
だ
っ
た
。
ア
ー
ト
で

町
の
史
跡
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

セ
ン
ス
の
良
い
企
画
で
、
会

員
は
松
崎
町
の
魅
力
に
惹
か

れ
て
移
住
し
て
き
た
女
性
ば

か
り
ら
し
い
。

「
稼
ぐ
施
設
」と

「
町
民
の
た
め
の
施
設
」

　

担
当
職
員
に
よ
れ
ば
、
町

の
姿
勢
と
し
て
「
稼
ぐ
施

設
」
と
「
町
民
の
た
め
の
施

設
」
を
ど
う
考
え
る
か
が
問

題
だ
と
い
う
。
費
用
対
効
果

の
面
で
議
会
か
ら
批
判
が
あ

る
と
の
こ
と
、
議
会
で
の
議

論
も
聞
い
て
み
た
か
っ
た
。

　

ま
た
、
古
民
家
改
修
は
質

を
求
め
る
と
新
築
以
上
に
お

金
が
か
か
る
が
、
四
国
の
神

山
町
で
は
十
分
お
金
を
か
け

て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
事

業
誘
致
に
成
功
し
て
い
る
、

と
言
う
事
例
を
教
え
て
く
れ

た
。
目
標
を
ど
こ
に
定
め
る

か
を
よ
く
検
討
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

松
田
町
で
進
め
て
い
る
県

土
木
跡
地
利
用
や
寄
の
古
民

家
再
生
事
業
に
と
っ
て
示
唆

に
富
む
視
察
と
な
っ
た
。

�

（
記　

平
野
由
里
子
）

　

平
成
31
年
２
月
12
日（
火
）か
ら
13
日（
水
）に
、
議
員
７
名
に

よ
り
、
静
岡
県
南
伊
豆
町
の
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
事

業
」
と
松
崎
町
の
「
交
流
拠
点
施
設
ふ
れ
あ
い
と
ー
ふ
や
。
」

の
行
政
視
察
を
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

参
加
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職員より館内の説明を受ける

松崎町役場前


